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 質　問　事　項 
 

№　１－１　　

初期消火の重要性と街頭消火器について

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

　火災などの災害から、私たちの生命・身体・財産を守るために初期消火の

重要性は誰もが知るところです。 

　尾張旭市だけでなく、多くの街で道路脇や公園の角、住宅の壁面などにあ

る赤い箱、誰もが知っている街頭消火器は地域の安全安心のシンボルとなっ

ています。 

　防災研修を行う施設に行けば、災害研修と消火器の取扱い訓練はワンセッ

トですし、地域の防災訓練では、消防署から訓練用の水が入った水消火器を

借りて、いざという時に落ち着いて使用できるように使用訓練を欠かさず

行っています。 

　そんな消火器のことについて、火災から命を守ること、消火器設置の法的

根拠、街頭消火器の今後について質問をしていきたいと思います。 

 

（１）　火災から身を守ること、初期消火の重要性について 

　　　ア　建物火災の出火場所と出火原因について 

　　　イ　消火器を活用した、初期消火の成功事例について 

　　　ウ　どこまでが初期消火か 

　　　　　消火器噴射（14 秒）の使用で消火が可能な状況について伺いま

す。 
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 質　問　事　項 
 

№　１－２　　

初期消火の重要性と街頭消火器について

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

　近年の住宅事情として、2025 年の４月から新築住宅に対して「省エネ基準

（断熱等級４）」への適合が義務化されました。つまり住宅はより高気密、

高断熱へ進化しています。高断熱化は石油化学製品の断熱材を多用すること

につながっています。また、窓が少なく、高気密な住宅内は、住人のプライ

バシーの保護に寄与する一方で、住宅内外の情報を遮断することにもつなが

ります。 

　こと、住宅火災だけで特化すれば、住宅用煙感知器や熱感知器の通報音を

近隣の方が気付く可能性が低くなると思われます。となれば、街頭消火器を

近隣の方が家主が助けを呼ぶ前に持って駆けつける確率もこれからは順次下

がっていくのではないかと思われます。 

　将来の可能性は一旦置いておきます。 

　公共施設や商業施設、工場などに対しては、消火器の設置基準が消防法に

より義務付けられていますが、住宅に対する設置基準は有るのでしょうか。

地域の安全安心のシンボル街頭消火器の設置基準についてお伺いします。 

 

（２）　消火器設置の法的根拠について 

　　　ア　消防法による消火器の設置基準はどこまで包括しているか 

イ　本市における街頭消火器の設置要綱や管理及び運営要綱は有るか 

 

（３）　街頭消火器の今後について 

 

（４）　大規模災害時の備えについて 
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 質　問　事　項 
 

№　　２　　　

公立学校の教育における「公平」の理念に基づく教育の実施に

ついて

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

　学校教育では、全ての子どもたちに同じ教育機会を保障するという「平

等」の考え方が基本にあると思います。例えば、同じ教科書を使い、同じ授

業を受け、同じ学校のルールの下で学ぶことは、教育の「平等」を実現する

ために当たり前のことだと思います。 

　一方で、子どもたちの置かれている状況や能力、理解度は一人一人違いま

す。例えば、日本語を母語としない児童への日本語教育の支援であったり、

様々な理由で学習に困難を抱える児童生徒に対して個別の支援を行うこと

は、同じ条件ではなく、それぞれの状況に応じた支援を行うことから「公

平」の考え方に基づく教育であって、こちらも必要なことだと思います。 

　今回の質問においては、「平等」と「公平」の考え方が公立学校の教育で

必要であるとの考えを持ちつつ、「公平」の理念に基づく教育の実施に当た

り、学習に困難を抱える児童生徒への支援、家庭環境に配慮した教育施策の

事業を行いつつ、学習意欲が高い児童生徒に対して、より発展的な課題や探

究的な学習の機会が提供されているかを質問させていただきたいと思いま

す。 

 

（１）　学習意欲が高い児童生徒を支援する教育について 

　　　ア　「学習支援事業」に含まれる授業内容について 

　　　イ　児童生徒の実力に応じた授業について 

 

（２）　リーダーシップを育む教育について 

　　　ア　「協働型」「支援型」リーダーシップの育成について 

　　　イ　「突出型」リーダーシップの育成も必要なのではないか


